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エコチル調査千葉ユニットセンター（千葉大学予防医学センター）中岡宏子准教授、久田

文助教らの研究チームは、エコチル調査の約 72,000 人の質問票による調査データを用いて、

妊婦のホルマリンやホルムアルデヒド注 1）などの揮発性有機化合物へのばく露が、生まれた

子どもの精神運動発達注２）に与える影響について解析を行いました。その結果、妊婦が仕事

でホルマリン・ホルムアルデヒドを扱う機会が多い場合、生まれた子どもの 1 歳時の精神運

動発達のうち特定の領域で遅れが出る可能性が示唆されました。今後、生まれた子どもの 1

歳以降の発達にどのような影響を与えるか、調査を続けていくことが必要です。 

本研究の成果は、令和３年６月 28 日付で Elsevier から刊行される環境分野の学術誌

「Science of the Total Environment」に掲載されました。 

 

※本研究の内容は、すべて著者の意見であり、環境省及び国立環境研究所の見解ではあり

ません。 



    

1. 発表のポイント 

１．本研究では妊婦の揮発性有機物へのばく露と生まれた子どもの 1 歳時の精神運動発達

の遅れとの関係について解析を行った。 

２．大規模コホート調査であるエコチル全国調査の約 72,000 組の母子のデータを使用して

解析を行った。 

３．妊婦がばく露する環境中の化学物質が、生まれた子どもの精神運動発達に影響を与える

可能性を仮定し、本研究を実施した。 

４．妊婦がホルマリン、ホルムアルデヒドに仕事でばく露すると、生まれた子どもの精神運

動発達の遅れに影響を与える可能性が示唆された。 

５．生まれた子どもの 1 歳以降の発達にどのような影響を与えるかについて、今後の調査

が待たれる。 

 

2. 研究の背景 

子どもの健康と環境に関する全国調査（以下、「エコチル調査」）は、胎児期から小児期

にかけての化学物質ばく露が子どもの健康に与える影響を明らかにするために、平成 22

（2010）年度より全国で 10 万組の親子を対象として開始した、大規模かつ長期にわたる

出生コホート調査です。母体血や臍帯血、母乳等の生体試料を採取保存・分析するととも

に、追跡調査を行い、子どもの健康に影響を与える環境要因を明らかにすることとしていま

す。 

エコチル調査は、国立環境研究所に研究の中心機関としてコアセンターを、国立成育医療

研究センターに医学的支援のためのメディカルサポートセンターを、また、日本の各地域で

調査を行うために公募で選定された 15 の大学に地域の調査の拠点となるユニットセンター

を設置し、環境省と共に各関係機関が協働して実施しています。 

近年、胎児期や出生後の環境が子どもの将来の疾病の発症に関与するという DOHaD 説

についての研究が進み、胎児期の環境の重要性が認識されてきています。また、いくつかの

疫学調査では胎児期の環境化学物質ばく露が子どもの精神運動発達に影響を及ぼすかもしれ

ないことが示唆されています。 

揮発性有機化合物は常温で揮発し空気中に存在する化学物質で、家の建材、家具に使用さ

れている接着剤や塗料、車のガソリンや洗剤、化粧品などの日用品などから放散されていま

す。空気中でこれらの物質が高い濃度の場合、人間の健康に影響を及ぼすことがあることは

知られていますが、妊婦が環境中あるいは仕事でこれらの化学物質にさらされた場合、生ま

れた子どもの精神運動発達にどのような影響があるかは解明されていません。 



    

3. 研究内容と成果 

 本研究ではエコチル調査の約 72,000 組の母子のデータを使用して、妊婦が日常生活で、

あるいは仕事で揮発性有機化合物を扱う機会が多い場合、生まれた子どもの 1 歳時の精神

運動発達に影響がみられるかどうか解析を試みました。 

エコチル調査では、妊婦に対し、日常生活において「車のセルフ給油を行う頻度」、「塗

料・シンナー等の有無」、「自宅の新築や改装の有無」、また、仕事において「灯油・ガソ

リン・油性マジック・水性ペイント・有機溶剤・コピー機・ホルムアルデヒド等を扱う機会

の有無や頻度」について調査しています。また、生まれた子どもが 1 歳の時の質問紙で J-

ASQ-3 注３）を使用して精神運動発達を評価しています。 

調査の結果、仕事で週に 1 回以上「灯油・ガソリン等」を扱う機会のあった妊婦は

2,399 人（3.3％）、「油性マジック」10,070 人（14.0％）、「水性ペイント」7,236 人

(10.2%)、「インクジェットプリンター」1,042 人(1.5%)、「ホルマリン・ホルムアルデ

ヒド」は 161 人(0.2%)でした。本研究においてこれらのデータを解析したところ、仕事で

ホルマリン・ホルムアルデヒドを扱う機会が週に 1 回以上あった妊婦から生まれた子ども

は、扱う機会がほとんどなかった妊婦から生まれた子どもに比べて 1 歳時の「問題解決領

域」（手順を考えて行動するなど）でオッズ比注４）1.76（95%信頼区間 0.99-3.12)、「個

人ｰ社会領域」（他人とのやり取りに関する行動など）でオッズ比 3.32 (95%信頼区間

1.46-7.55)で、発達の遅れが起こりやすくなる傾向が見られました。（参考図） 

 

４．今後の展開 

本研究では妊婦の化学物質ばく露により生まれた子どもの 1 歳時の精神運動発達に遅れ

が出る可能性が示唆されました。ただし、妊婦に対する質問票からの解析のため、実際に妊

婦がどれくらいの濃度の化学物質にさらされたのかは本研究においては明らかになっていま

せん。また、生まれた子どもの 1 歳時点の発達の傾向のみならず、その後の子どもの発達

にどのような影響を与えるか調査を続けていくことが必要です。 

今後の調査で、子どもの発達や健康に影響を与える化学物質等の環境要因がさらに明らか

になることが期待されます。 

 

 

 

 



    

５．参考図 

 妊婦のホルムアルデヒドばく露と生まれた子どもの 1 歳時の精神運動発達の関係。 

エコチル調査の約 72,000 組の母子のデータを用いて、妊婦が仕事でホルマリン、ホルムアルデヒドを扱う機

会が多い場合、生まれた子どもの精神運動発達が特定の領域において遅れが出る可能性が示唆された。 

 

６．用語解説 

注１）ホルマリン・ホルムアルデヒド：常温で空気中に揮発する揮発性有機化学物質の一

種。接着剤や塗料、防腐剤などに用いられる。ホルマリンはホルムアルデヒドの水溶液で、

生物の標本作製のための固定・防腐処理に使用されることが多い。 

注２）精神運動発達：それぞれの年齢時の発達の度合い。本研究では J-ASQ-3 注３）の 5 領

域、粗大運動（立つ、歩くなど）、微細運動（指先で物をつかむなど）、コミュニケーション

（話す、聞くなど）、問題解決（手順を考えて行動するなど）、個人・社会（他人とのやり取

りに関する行動など）を指標として評価した。 

注３）J-ASQ-3:米国で開発された乳幼児の発達評価ツール ASQ 第 3 版の日本語版。保護

者が記入して評価が行われる。 

注４）オッズ比： 2 つの異なる群で比較してある事象の起こりやすさを示す見込み比。オ

ッズ比が 1 の場合は 2 つの群で起こりやすさは同じである。 
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８．問い合わせ先 

【研究に関するお問い合わせ】 

千葉大学予防医学センター 准教授 中岡宏子 

hnakaoka （末尾に@faculty.chiba-u.jp をつけてください） 

04-7137-8200 

千葉大学予防医学センター 助教 久田文 

a_hisada（末尾に@chiba-u.jp をつけてください） 

043-290-3896 

 

【報道に関するお問い合わせ】 

千葉大学企画総務部渉外企画課広報室 

koho-press（末尾に@chiba-u.jp をつけてください） 

043-290-2018 


	1. 発表のポイント
	2. 研究の背景
	3. 研究内容と成果
	４．今後の展開
	５．参考図
	６．用語解説
	７．発表論文
	８．問い合わせ先

